
地下水の
　熊本の大地では、阿蘇の火砕流で形成された、水が浸み込みや
すい地層が広がり、良質な地下水が育まれています。本市では、
水田に水を張る事業や、地下水を育む森林の整備により地下水の
かん養を進め、地下水量の保全に取り組んでいます。
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水環境を見守る
　地下水の水位や水質を継続的に監視しています。本市の
地下水位は、地下水かん養や節水などの取り組みにより、長
年の低下傾向に歯止めがかかり、近年はおおむね横ばいま
たは上昇傾向にあります。また、地下水質は全体として良好
な状態にあります。
　さらに、半導体関連企業の進出に伴い、河川の水質を調べ
る回数や項目を増やすなど、監視体制を強化しています。

　本市の一部では、家畜排せつ物などに由来する硝酸性窒素の濃
度が高い地域が見られます。そのため、熊本市東部堆肥センターで
は家畜排せつ物を適切に処理（堆肥化）することで地下水汚染の改
善に取り組んでいます。生産された良質な堆肥は、ホームセンター
などで販売しています。
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地下水や河川などの水質検査を行っています

水田に水を張って地下水を守ります 大地に根を張る樹木が地下水を育みます

できること

地下水の質を守る

　小学生に地下水について学んでもらう「田んぼの学校in白
川中流域2026」を10月17日（土）、菊陽町で開催します。地下
水に関する話を聞き、水路の生き物調査や鼻ぐり井手などの
見学をします。申し込みは8月17日から。対象は本市に住む小
学３～６年生で、定員15組（先着順）。費用1,000円/人。

「田んぼの学校」参加者募集！
申し込みは
こちら

公共用水域および地下水
の水質測定結果＜速報＞

地下水位ホームページ

地下水の保全 
＆ 

農畜産業の発展

地下水を守る
排せつ物の処理と
堆肥づくり

排せつ物

土づくり

農産物の生産

熊本市東部堆肥センター

家畜の育成

　本市は、水道水源の全てを地下水でまかなう日本最大規模
の都市で、世界的にも希少な都市です。その水質も「蛇口をひ
ねればミネラルウオーター」と言われるほど良質で、多くの市
民に親しまれています。この大切な地下水を守るため、本市で
はさまざまな取り組みを進めています。

量を守る
東部堆肥センターで
生産した堆肥を購入して
地下水の水質を守る
取り組みにご協力ください！

熊本市の
節水キャラクター
節水ちゃん


